
• むかし ひ

昔はどうやって火をつけていたの?

之と宅 歴史 恋'ffg

みなさんは生活の中で火をつけることがありますか? マ、ソチやライ

ターを甚うのは、量採みに耗英語やキャンプをする蒔くらい、白ごろは

コンロもお嵐喜もガスでつけているという丈が事いのではないでしょう

か。いやいや、クッキングヒ タ ゃ量全道主語を語っている最でI，J;.

「失」そのものを員ることがなくなっています。そう言えば広量のロウ

ソクも、主ごろは央主を企こさないように留重のものか走られています

ね。

害dJたちにとって、失をつけることは鮮にできます。しかし、マッ

チもライターもない曹は、央をつけることはとても実益なことでした。• 
菩ゐ央のつけ芳としては、来の棋に未の寵をキリのようにこすリつける
ほう膚うおもう 0と ，t;iI) iI)も 沼う よ

方法を思い浮かべる人が多いと思います。これは「キリモミ法」と呼ばれ、

いつ18まったのかわからないほと咲古から智われている完窪です。しか 蹴に能力努い「マイギリも
ら o ごいへん 厚う a 

し、手の力だけで火をつけるのは大変なので、権にヒモを巻

• 挙結設の姑品d h諜

しかし、と・の完窪にしても藍拐から央が燃えあがるわけではありません。量坊につくのは、接着の
4・0 ちい ひど a
灯りのような小さな火種です。それを

燃えあがらせるまでが、またどき努で..しむ
す。このように昔は火をつけることが
たいへん いちど ひだ o • 
大変だったので、一度ついた火種は消

えないように守られていました。

E遺品f主1吉封き箱詰では詰註8青
に、こども韓請官42量て・「ヒモギリ

窪」による央おこしの梓畿をおこなっ

み
の
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きつけて白話させる「ヒモギリ窪」や、白益する主翼を荏ぅ「マ
ほう う 眠う

イキ.リ法Jなどが生まれました。ただし、「マイギリ法」は

it岳民活に詰註の属まなと・で謹われていましたが、ぞれU前
の断そlこ甚われていたかはあやしいようです。なお、未も央

がつきやすい撞韻とつきにくい撞韻があり、荷て・もいいとい

うわけではありません。また、失占ち岩ゃ央主ち議を吉ちつ
Olt~ ち 思うtまう と&んじ~ II 11こ"

けて火花を散らす方法も、古墳時代ごろから行われていまし

fこ。

稼轍重体官ゐffりと長おこし」
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